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修士論文要旨
問題と目的
　不登校の背景には，学校側の環境の問題，子どもの適応
能力の問題，家庭環境の問題が示唆されている（生地，
2010）。特に学校は，１日のうちで過ごす時間が長いことか
らも学校環境が子どもたちの行動的，認知的側面に大きく
影響されると考えられる。
　登校回避感情とは，欠席も遅刻・早退も示さない生徒に
みられる「学校に行くのが嫌だ」という気持ち（森田，1991）
であり，中学校でのネガティブな出来事である学校スト
レッサーを経験し一時的な不快感情を抱えても，登校回避
感情にまで発展しない児童生徒は，心理的柔軟性が高いこ
とが予想される。心理的柔軟性とは，「今，この瞬間」で精
神的苦痛にとらわれず，価値に沿った行動に励む総合プロ
セスであり（武藤，2011），心理的柔軟性を高めることに
よって，登校回避感情という精神的苦痛による体験の回避
を示す傾向が低くなると考えられる。
　そこで本研究では，心理的柔軟性が学校ストレッサーに
対する登校回避感情に及ぼす影響について検討することを
目的とする。
方　法
１．調査対象者：首都圏の中学校に在籍する中学生103名中，
有効回答数95名を分析対象とした（男子40名，女子53名，不
明２名）。
２．調査材料
（１）フェイス項目：学年，性別，１ヶ月間の欠席日数
（２）中学生用学校ストレッサー尺度（三浦，2002）：学校
ストレッサーを測定するもの。尺度全体のネガティブな印
象を軽減するため，５項目の削除，さらにポジティブな６
項目を追加する配慮を行った。27項目。４件法。
（３）登校回避感情測定尺度（渡辺・小石，2000）：登校回
避感情を測定するもの。26項目，５件法。
（４）Avoidance and Fusion Questionnaire for youth
（Greco, L.A et al,2008；以下AFQ-Y）日本語版：心理的
柔軟性のコンポーネントの中で，特に認知的フュージョン
と体験の回避に焦点を当てている。17項目，５件法。
３．手続き：学校の都合のよい時に担任教師が調査冊子を
配布し，質問紙への回答を求めた。
結　果
　心理的柔軟性が学校ストレッサーに対する登校回避感情
に及ぼす影響を検討するため，基準変数を登校回避感情，説
明変数をAFQ-Y，学校ストレッサー，およびそれらの交互
作用項を投入した階層的重回帰分析を行った。その結果，
AFQ-Yと学校ストレッサーには有意差がみられなかった
（AFQ-Y：β=.31，n.s.；学校ストレッサ ：ーβ=.08，n.s.）。
　そこで，AFQ-Y，学校ストレッサー，登校回避感情の相
関分析を行った。その結果，AFQ-Yと学校ストレッサーの
下位尺度「学業」，「教師との関係」，「友人との関係」に弱
い相関がみられた（学業：r =.25，p<.05；教師との関係：
r=.37，p<.01，友人との関係：r=.30，p<.01）。登校回
避感情の下位尺度「登校嫌悪感傾向」は，AFQ-Yと学校ス
トレッサーに弱い相関がみられた（AFQ-Y：r =.37，p<
.01；学校ストレッサー：r=.28，p<.01）。
考　察
　階層的重回帰分析の結果から，心理的柔軟性が学校スト
レッサーに対する登校回避感情に影響を及ぼすという仮説
は支持されなかった。しかしながら，相関分析の結果から
示されるように，心理的柔軟性が低いと学校ストレッサー
が高く，登校回避感情も高いことが示された。一方で，学
校ストレッサーと登校回避感情には相関がみられなかった
ことから，学校ストレッサーの経験が登校回避するという
よりは，心理的柔軟性が登校回避感情を関係していること
が示唆された。
心理的柔軟性が中学生の学校ストレッサーに対する
登校回避感情に及ぼす影響
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